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産業部門
産業部門

航空宇宙 機械エンジニアリング

自動車 鉱業およびＤＧＯＪＰ

素材金属 紙パルプ

化学、製薬および
バイオサイエンス ゴム

エネルギー 造船・船舶解撤

産業・環境サービス　

ガラス、セラミック、
セメントおよび関連産業

ＩＣＴ・電機・電子

部門横断的グループ

女性 事務技術職

繊維、皮革、衣料、
靴および繊維サービス

サービスおよび
その他の産業

IndustriALL Global Union
インダストリオール・グローバルユニオン

140カ国、5000万人

大会（４年に１回）

執行委員会（年２回）
インダストリオールの日常の活動を決定する
40名の執行委員で構成（2012‒2016年は60名）

インダストリオールの最高決議機関
次回は2016年、トルコ・イスタンブール開催予定

ベオトルト・フーバー会長（ドイツ）

センゼニ・ゾクワナ副会長（南アフリカ）

Ｒ・トーマス・バッフェンバーガー副会長（アメリカ）

島田 尚信副会長（日本）

書記局

モニカ・ケンペール書記次長

ユルキ・ライナ書記長

総務・財政

労働組合権・
キャンペーン、貿易・
開発、組合構築

産業・多国籍企業
政策

インダストリオール
書記局の陣容

担
当
部
長

15の産業部門と
２つの部門横断的
グループ（女性、事務
技術職）を設置

日本国内加盟組織
旧３ＧＵＦの時と同様の加盟形態を維持、

インダストリオールに加盟する
日本国内の組織人員は、265万名。

ＵＩゼンセン同盟

ＩＣＥＭ‐ＪＡＦ
日本化学エネルギー鉱山労働組合協議会

ＵＩゼンセン同盟

電力総連

ＪＥＣ連合

化学総連

ゴム連合

紙パ労連

全国ガス

化労研

ＪＣＭ
全日本金属産業労働組合協議会

自動車総連

電機連合

ＪＡＭ

基幹労連

全電線

フェルナンド・ロペス書記次長

ケマル・ウズカン書記次長

地域事務所

広　報
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インダストリオールの組織機構

スイス・ジュネーブ
インダストリオール
本部

ロシア・モスクワ
ＣＩＳ諸国

インド・ニューデリー
南アジア

シンガポール
東南アジア・太平洋

南アフリカ・ヨハネスブルク
東部・南部アフリカ

ウルグアイ・モンテビデオ
ラテンアメリカ・カリブ海

本部と地域事務所

グローバル・ユニオン
ＧＵＦ（グローバル・ユニオン・フェデレーション）国際産別組織

ＩＵＦ
国際食品関連産業
労働組合連合会

（ＩＵＦ－ＪＣＣを通じ、フード連合、
ＵＩゼンセン同盟等、４組織が加盟）

ＥＩ
教育インターナショナル

（日教組加盟）

ＩＦＪ
国際ジャーナリスト連盟
（新聞労連等、３組織が加盟）

ＵＮＩ
ユニオン・ネットワーク・
インターナショナル

（ＵＮＩ－ＬＣＪを通じ、情報労連、
全印刷、生保労連、ＵＩゼンセン
同盟等、11組織が加盟）

ＢＷＩ
国際建設林業労働組合連盟
（ＢＷＩ－ＪＡＣを通じて建設連合、
ＵＩゼンセン同盟等、４組織が加盟）

ＰＳＩ
国際公務労連

（ＰＳＩ－ＪＣを通じ、自治労、
国公連合等、６組織が加盟）

ＩＴＦ
国際運輸労連

（ＩＴＦ－ＪＣを通じ運輸労連、
私鉄総連、ＪＲ連合、ＪＲ総連等、

18組織が加盟）

ＩＡＥＡ
国際芸術

エンターテイメント同盟
（日本加盟組織無し）

ＩＴＵＣ
国際労働組合総連連合

（連合加盟）

ＴＵＡＣ－ＯＥＣＤ
ＯＥＣＤ労組諮問委員会

（連合加盟）

インダストリオール
本部と地域事務所の

所在地

（作成：金属労協国際局部長・岩井伸哉）

ＩＴＧＬＷＦ
国際繊維被服
皮革労働組合同盟

110カ国
217組織
1000万人

ＩＣＥＭ
国際化学エネルギー
鉱山一般労連

115カ国
355組織
2000万人

ＩＭＦ
国際金属労連

1,100カ国
200組織
2500万人

2012年６月
19～20日に
結成大会を
開催

統合

グローバル・ユニオンで
CGU（グローバル・ユニオン協議会）を

設置
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ＩＣＥＭ

　ＩＣＥＭ（国際化学エネルギー鉱山一般労
連）は、1996年、ＩＣＥＦ（国際化学エネルギー
一般労連）とＭＩＦ（国際炭鉱・鉱山労働者連
盟）が合併し結成した。その後2001年、ＵＡＤ
Ｗ（国際ダイアモンド労組連盟）が合併した。
　ＩＣＥＦは1907年に結成された国際工場労
働組合が前身であり、第二次世界大戦後、化
学、製紙、ガラス、窯業および他のＩＴＳに属
さない各種産業を対象として再建されたＩＦＦ

1907年：
ＩＦＦ（国際工場労働組合）結成

1890年：
ＭＩＦ（国際炭鉱・鉱山労働者連
盟）結成

1964年：ＩＣＦ（国際化学一般労連）に再編成
1973年：日本の化学関連の産別加盟
1976年：ＩＣＥＦ（国際化学エネルギー一般労連）に改称
1977年：日本の電力関連の産別加盟

2001年：
ＵＡＤＷ（国際ダイアモンド労組連盟）と合併

ＩＴＧＬＷＦ
　ＩＦＴＷＡ（国際繊維労組同盟）
とＩＧＷＦ（国際被服労組同盟）が
1960年に合併、ＩＴＧＷＦ（国際
繊維被服労組同盟）を結成し、そ
の後ＩＧＷＦ（国際被服労組同盟）
と1970年に合併しＩＴＧＬＷＦを
結成した。ＩＦＴＷＡとＩＧＷＦはと
もに1893年に結成された国際産
業別組織であり、ＩＧＷＦは1907
年に結成された組織である。

1970年：ＩＴＧＷＦとＩＳＬＷＦが合併、
ＩＴＧＬＷＦ結成

2006年：ＩＣＦＴＵとＷＣＬの合併による
ＩＴＵＣの結成
キリスト教系のナショナル・センターの国際組織と
して1920年に結成されたＷＣＬ（国際労働組合連
合）と2006年に合併し結成されたのが ITUC（国
際労組総連合）である

1945年のＷＦＴＵ結成と、
1949年のＩＣＦＴＵの分裂
第二次世界大戦後1945年、世界のナショナル・
センターが加盟する国際組織としてＷＦＴＵ（世界
労連）が結成されたが、マーシャル・プランの受
け入れを巡って分裂、西側組織の労働組合を中心に
1949年、ＩＣＦＴＵ（国際自由労連）を結成した。

1960年：
ＴＷＡＲＯ（アジア太平洋地域
組織）結成

1960年：ＩＦＴＷＡとＩＧＷＦが合併、
ＩＴＧＷＦ結成
1960年：全繊同盟加盟

1907年：
ＩＳＬＷＦ（国際製靴皮革労組連盟）結成

1893年：
ＩＧＷＦ（国際被服労組同盟）結成

1893年：
ＩＦＴＷＡ（国際繊維労組同盟）結成

（国際産業・工場労働組合連盟）から発展した
組織である。1964年ＩＣＦ（国際化学一般労
連）として再編成し、その後1976年にＩＣＥＦ
と名称を改めた。
　ＭＩＦは1890年に結成されたもっとも古い
国際産業別組織のうちの一つである。この組
織の結成にはオーストリア、ベルギー、フランス、
ドイツ、イギリスの炭鉱労働者の代表が関わっ
ている。
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産業革命

冷　戦
第二次世界大戦

グローバル化

旧3GUF（ＩＭＦ／ＩＣＥＭ／ＩＴＧＬＷＦ）の
歴史的推移・組織変遷

1951年：ミラノ協定
ＩＣＦＴＵは第２回大会（1951年ミラノ）において、
当時のＩＴＳとＩＣＦＴＵとＩＴＳの関係に関する協定
「ミラノ協定」を締結した。その内容は「相互の不可
侵、自主独立性の尊重、協力関係」であり、ＩＴＵＣと
なった現在でも有効であり、現在ＩＴＵＣとＧＵＦは
協力のための協議機関として、ＣＧＵ（グローバル・
ユニオン協議会）を設置している。

IndustriALL
Global Union
インダストリオール・
グローバルユニオン

　ＩＭＦ（国際金属労連）は1893年、第一
インターナショナル・チューリッヒ大会に参
加した欧米諸国の金属労働者の代表によ
り設置が確認された「国際金属労働者情
報局」がその前身である。1904年にはＩ
ＭＦとして改組され、国際産業別組織とし
ての活動を開始した。当初の活動は、各国
の金属労働組合の代表の選出とその任務、
各国の金属労働者の情勢報告の送付、国
際的なストライキ破りを防ぐための各国のス
トライキや闘争情報の共有、およびストラ
イキ中の労働者への連帯支援の実施につい
てであった。結成当時はスイス、ドイツ、オー
ストリア、ハンガリー、ベルギー、フランス、
イギリスおよびアメリカの８カ国の30組
織、60,000名であった。

ＩＭＦ
1893年：国際金属労働者情報局設置
1904年：ＩＭＦ（国際金属労連）へ改組

ＩＴＳからＧＵＦへ
　３組織の成り立ちは19世紀終わりから20世紀初めに欧州
で設立されたＩＴＳ（国際産業別書記局）にみなもとを発してい
る。第二次世界大戦後、ＩＴＳ各組織は欧米諸国以外の国への
組織拡大を促進、アジア太平洋、アフリカ、ラテンアメリカ＝
カリブ海諸国の産業別労働組合の組織化を実現してきている。
　1989年の冷戦終結以降、旧ソビエト連邦も含む旧東側諸国
の産業別労働組合の組織化も進めてきており、名実ともにグロー
バルな組織に発展している。そのような中2001年、これまで
の名称であるＩＴＳからＧＵＦ（グローバル・ユニオン・フェデレー
ション）に名称を変更した。現在、ＢＷＩ、ＵＮＩ、ＩＵＦ、ＰＳＩ、
ＩＴＦ、ＩＦＪ、ＥＩ、ＩＡＥＡそしてインダストリオール・グロー
バルユニオンと９つのＧＵＦが存在している。

1957年：
ＩＭＦ日本事務所設置
1964年：
ＩＭＦ‐ＪＣ結成、ＩＭＦ加盟

（作成：金属労協国際局部長・岩井伸哉）


